
公益社団法人全国大学保健管理協会

令和 3年度第 4回 通算 26回理事会 議事録

I口 開催日時 :令和 4年 1月 21日 (金)17時～18時 50分

Ⅱ.開催場所及び形態 :当法人主たる事務所からZoomによるオンラインでの開催

・出席 (敬称略)

(理事)守  山 敏 樹  今 関 文 夫  岩 崎 良 章

石 見  拓 奥 屋  茂 木 内 喜 孝

工 藤 欣 邦  久保田  稔 佐 藤  武

野 田 哲 朗  橋 野  聡 藤 丼 義 博

伏 見 雅 人  森  正 明  安 宅 勝 弘

山 本 員由美  吉 川 弘 明      以上 17名

(監事)伊 東   宏

・欠席   (理事)守 屋 達 美   (監事)辻 丼 啓 之

本国の理事会の出席者は 18名 (理事 17名、監事 1名)であつた。理事数 18名

のうち 17名が出席し、過半数に達しており、定款第 32条第 1項の決議を行うに必

要な要件を満たしていることを確認した。

議長は定款の定めるところにより、守山敏樹代表理事が務めることになつた。

Ⅲ`議 事

1.斜日34離議央

事務局より、本年度、遊休財産    3ヾ6′ 000′ 000円程度 (税理士試算)となり、

公益事業費 24′ 000′ 000円 (見込額)との差額が 12′ 000′ 000円程度発生する見込



みであり、これを角翁肖しなければならないとの説明があった。

以下が提案され、薔 義の結果、承認可決された。

なお伊東監勤 らヽ、2年以上長引くコロナ禍のため、事業での支出が伸びず、やむ

を得なし寸昔置であるが、集めた資金は社員または社会に還元するべき財であり、有効

に活用されるべきで、その目的や利用活用 (取り崩し)を定めた規定「特定資産取扱
|

規程」が必要、との見解が示された。

・特定資産 (定期預金)に振替 (案)

A.機関言志発行用集輪か ら 2′ 000′ 000円、1青幸展活用・:剣向用資金から 8′ 000′ 000

円言+10′ 000′000H

B.各地方部会運転資金のうち、関東甲信越地方部会  1′ 000′ 000円 近畿地方

部会 1′ 000′ 000円 中国四国地方部会で 500′ 000円 計 2′ 500′ 000円

C.九州地方部会保健看護分科会名義の定期預金の振替。実質変化なし。

301′ 511円 (〈¥□ 2年度末残高)

以上、合計 12′ 801′511円の特定資産 (定期預金)化する

未確定要素があるため、差額が 12′ 801′511円を越えると見込まれた場合の追加案

を準備してある旨、事務局から説明し、承認可決された。

2.令和 4年度事業計画及び事業予算について

月雌に)「令和4年度事業計画書(案 )」 及び「令和 4年度収支 (損益)予算書(案 )」

について、事務局から説明され、審議の結果、承認可決された。

また令和 4年度は「資金調達及び設備投資の見込み」については予定していない

ことが説明されt承認可決された。

3。 全国研究集会・地方部会等あり方ワーキンググループ (WG)」 からの提言
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5日前回の理事会で承認可決された次期総会に提案する、評議員に関する詢 定款変更

について、改めて確認した。                               `:
l

V口報 告 事 ′項

1.第 60回全国研究集会について
1

欠席の守屋理事からの現況報告を事務局力yt読した。

2.保健看護委員会委員である森理事から、現在作成中の保健師 0看護師用のマ三ュア

メИこついて、著作権対応について意見具申があり、守山代表理事、機関誌編集委員

会委員長である吉川理事から査読について協力する旨発言があつた。

以上で本国の議事は終了し、議長は協力を謝して閉会とした。

令和 4年 1月 21日

議長  ゝ  仁ti ①

　

　

　

①

(代表理事)

署名人 {7彙
(監事)
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